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【平成18年度・前期学期・マクロ経済学I・中間レポート】

【問1】 次の文章の正誤を判断し、誤っている文章は正しく直しなさい。 
(1)  中間投入財とは、各企業が消費者に直接販売している財を指す。 
(2)  日本のGDPにおける消費支出の占める割合は、おおむね6割強である。 
(3)  純投資とは、投資支出から間接税を引いた値である。 
(4)  日本のＧＤＰはおおむね400兆円程度である。 
(5)  ある年の間に生じた在庫品の増加率は翌年のＧＤＰに含まれる。 
ヒント：　http://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/qe051/jissuu.html　などを参考にすること。
【問2】 ある経済では、パンのみを生産している。パンが出来上がるまでのプロセスが、①小麦農家→②製粉工場→③パン工場→④パン屋→⑤消費者 
の順番で製品化されるとしたとき、次のようにこれらの企業の金銭の授受が記録されているとすると、このプロセス①～④の各生産過程で生み出されるＧＤＰへの寄与はそれぞれいくらになるか答えなさい。 
表：パンの生産プロセスでの金銭授受（単位＝千円） 
	（小麦農家） 
	
	（製粉工場） 

	受取
	支払
	
	受取
	支払

	小麦販売額260 
	地代100 
賃金総額130 
利潤30 
	
	小麦粉の販売額650 
	小麦の購入額260 
地代100 
賃金総額100 
利潤200 


	（パン工場） 
	
	（パン屋） 

	受取
	支払
	
	受取
	支払

	パンの販売総額1000 
	小麦粉の購入額650 
地代120 
賃金総額130 
利潤100 
	
	消費者への販売総額1200 
	パンの購入額1000 
賃金総額200 
利潤0 



【問３】次のように、各年の名目GDPとデフレーターが与えられている。このとき後の（ア）～（エ）に答えなさい。 
	年
	名目ＧＤＰ 
	ＧＤＰデフレーター

	2000 
2001 
2002 
	520 
580 
590 
	100 
140 
155 


（1） 名目ＧＤＰと実質ＧＤＰの違いを説明しなさい。 
（2） 2000年度価格を基準としたときの2001年、2002年の実質ＧＤＰを計算しなさい。

（3） 2000年度と2001年度間、および2001年度と2002年度間の名目ＧＤＰの成長率を求めなさい。 
（4） 2000年度と2001年度間、および2001年度と2002年度間の実質ＧＤＰの成長率を求めなさい

【問4】GDPは「1国内で、一定期間内に生産された最終的な財・サービスの市場価格による総額」と定義されるが、これについて 
(ア) 一定期間内 
(イ) 最終的な財・サービス 
（ウ） 市場価格による総額 
という部分に考慮して、この定義を詳しく説明しなさい。

【問6】次の言葉を説明しなさい。

（１）労働力人口　
（２）潜在生産高

（３）失業率
（４）自然失業率

（５）貯蓄のパラドックス　　　　（６）
ストック変数とフロー変数

（７）デマンド・プル型インフレ　　（８）コスト・プッシュ型インフレ

【問5】次のようなマクロ体系を考え、後の問に答えなさい。
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（１）この経済の基礎消費と、限界消費性向はいくつか特定しなさい。

（２）この経済の均衡国民所得を求めなさい。

（３）この経済の単純乗数をもとめなさい。

（４）この経済の潜在生産力がYf=100である場合、この経済にはデフレギャップもしくはインフレギャップがどの程度であるか示しなさい。
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